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(1)　第1849号　2021年7月25日

第61回はたらく女性の茨城県集会
日　時　８月28日(土)　開会13：00～
場　所　自治労会館（水戸市桜川2－3－30）
内　容　・講演「自治体で働く女性の現状と課題」
　　　　　講師：重黒木康恵自治労本部女性部長
　　　　・分散会

で
４
・
　
ヶ
月（
同
０
・

６２

　
ヶ
月
減
）、
年
間
金
額
で

１７１
５
２
万
１
２
４
円
（
同
１

３
５
５
７
円
減
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
連
合
は
、「
緊
急
事
態
下

に
あ
っ
て
も
、
賃
上
げ
の
流

れ
を
継
続
す
る
こ
と
の
重
要

性
を
確
認
し
た
闘
争
で
あ
っ

た
。
２
０
２
２
春
季
生
活
闘

争
で
は
、
引
き
続
き
、
社
会

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
機
能

の
強
化
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
部
門
別
共
闘
連
絡
会
議

の
機
能
強
化
な
ど
共
闘
体
制

の
整
備
も
含
め
、『
感
染
症

対
策
と
経
済
の
自
律
的
成

長
』の
両
立
と『
社
会
の
持
続

性
』実
現
に
向
け
た
対
応
に

つ
い
て
検
討
を
深
め
て
い

く
」と
、
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　
月
例
給
・
一
時
金
と
も
厳

し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
が
、

今
後
は
公
務
労
働
者
も
民
間

結
果
を
足
場
に
人
事
院
勧
告

に
向
け
た
取
り
組
み
を
一
層

強
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

厳
し
い
が
賃
上
げ
の
流
れ
は
引
き
継
ぐ

最
終
集
計
で
　
円
、
　
％
引
き
上
げ

5180

1.78
円
、
１
・
　
％
（
昨
年
同
時

７８

期
比
３
２
６
円
減
・
０
・
　１２

ポ
イ
ン
ト
減
）
と
な
り
、
２

８
５
３
組
合
の
　
・
８
％
が

44

賃
金
改
善
分
を
獲
得
し
、

　
・
５
％
が
定
昇
相
当
分
を

97確
保
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
時
金
に
つ
い
て

は
組
合
員
一
人
あ
た
り
の
平

均（
加
重
平
均
）が
年
間
月
数

実
現
し
て
い
く
こ
と
が
極
め

て
重
要
」
と
の
基
本
的
態
度

を
確
認
し
、
取
り
組
み
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
７
月
１
日
の

最
終
回
答
集
計
で
は
、
平
均

賃
金
方
式
で
要
求
・
交
渉
を

行
っ
た
組
合
の
う
ち
４
７
７

２
組
合
が
回
答
を
引
き
出

し
、
加
重
平
均
は
５
１
８
０

　
連
合
は
２
０
２
１
春
季
生

活
闘
争
を
、「
コ
ロ
ナ
禍
を

乗
り
越
え
、
感
染
症
対
策
と

経
済
の
自
律
的
成
長
を
両
立

し
て
い
く
に
は
、
こ
れ
ま
で

の
賃
上
げ
の
流
れ
を
継
続
す

る
中
で
、
分
配
構
造
の
転
換

に
つ
な
が
り
う
る
賃
上
げ
と

誰
も
が
安
心
・
安
全
に
働
く

こ
と
の
で
き
る
環
境
整
備
を

連合2021春季生
活闘争最終集計

2021連合春季生活闘争 第７回最終集計結果（7月5日現在）
①　賃上げ　平均賃金方式　（集計組合員数による加重平均）

定年引き上げが課題
須之内議長を選出
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詠
詠
詠
詠
詠

　
機
関
紙
・
宣
伝
技
術
の
向

上
を
目
的
に
し
た
自
治
労
の

２
０
２
１
年
度
全
国
情
報
宣

伝
セ
ミ
ナ
ー
が
７
月
　
日
、

15

対
面
と
ウ
ェ
ブ
の
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
（
混
合
）
形
式
で
開

か
れ
茨
城
県
本
部
か
ら
は
４

単
組
８
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
　
セ
ミ
ナ
ー
は
、
本
部
あ
い

さ
つ
の
あ
と
、
参
院
選
自
治

労
組
織
内
予
定
候
補
の
鬼
木

ま
こ
と
本
部
書
記
長
が
決
意

と
支
援
を
呼
び
か
け
る
あ
い

さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

　
次
に
、 「
伝
え
る
こ
と
は

つ
く
る
こ
と
　
情
報
宣
伝
の

ち
か
ら
を
政
治
闘
争
に
」
を

テ
ー
マ
に
元
大
阪
府
本
部
の

辻
義
治
さ
ん
が
講
演
し
ま
し

た
。
　
講
演
後
、
参
加
者
は
機
関

紙
作
り
と
カ
メ
ラ
技
術
の
二

つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
講
義

を
受
け
ま
し
た
。

機関紙作りの腕磨く
全国情報宣伝セミナーを開く

第
　
回
関
東
甲
夏
期
交
流
集
会

25

講
演
と
分
散
会
で
学
習
交
流

　「
交
流
し
、
ま
な
び
あ
い
、

あ
ら
ゆ
る
合
理
化
攻
撃
を
跳

ね
返
し
、
地
方
自
治
確
立
に

む
け
産
別
闘
争
を
組
織
し
よ

う
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

第
　
回
関
東
甲
地
連
青
年
女

25
性
夏
期
交
流
集
会
が
７
月
　11

日
、
各
都
県
本
部
サ
テ
ラ
イ

ト
会
場
を
ウ
ェ
ブ
で
つ
な
ぎ

開
か
れ
、
茨
城
県
本
部
か
ら

は
　
単
組
　
名
が
参
加
、
単

12

48

組
・
県
を
超
え
た
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　
集
会
は
、
主
催
者
を
代
表

し
て
関
東
甲
地
連
青
女
協
議

会
の
岸
本
ま
り
か
議
長
（
山

梨
県
本
部
）
が
あ
い
さ
つ
し

た
あ
と
、
来
賓
と
し
て
、
次

期
第
　
回
参
議
院
選
挙
の
自

２６

治
労
組
織
内
候
補
・
鬼
木
ま

こ
と
本
部
書
記
長
、
五
十
嵐

友
樹
本
部
青
年
部
長
が
集
会

の
激
励
を
行
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
「
労
働
組
合

（
労
働
運
動
）
っ
て
何
？
」

と
題
し
て
、
松
上
隆
明
労
働

大
学
出
版
セ
ン
タ
ー
講
師
が

基
調
講
演
し
た
あ
と
、
分
散

会
が
行
わ
れ
、
茨
城
県
本
部

は
８
分
散
会
で
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

　
最
後
に
、
河
野
青
年
部
長

を
は
じ
め
各
都
県
か
ら
分
散

会
報
告
を
受
け
、
岸
本
議
長

の
音
頭
で
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

を
三
唱
し
集
会
を
終
了
し
ま

し
た
。

　
茨
城
県
地
方
公
務
員
労
働

組
合
共
闘
会
議（
地
公
労
）は

７
月
９
日
、
茨
城
教
育
会
館

で
２
０
２
１
年
度
定
期
総
会

を
開
き
、
２
０
２
１
年
度
活

動
方
針
な
ど
を
決
定
し
ま
し

た
。
　
は
じ
め
に
、
杉
山
議
長
が

あ
い
さ
つ
し
、
昨
年
の
賃
金

確
定
闘
争
が
コ
ロ
ナ
感
染
症

拡
大
で
勧
告
の
遅
れ
や
分
割

勧
告
と
な
っ
た
こ
と
に
触
れ
た

あ
と
、「
定
年
引
き
上
げ
に
つ

い
て
、
今
後
、
県
当
局
と
協

議
を
進
め
る
。
質
の
高
い
公

共
サ
ー
ビ
ス
を
作
り
上
げ
る

た
め
に
も
組
合
員
が
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
け
る
県
人
事

委
員
会
勧
告
を
引
き
出
し
て

い
き
た
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
経
過
報
告
、

決
算
報
告
、
２
０
２
１
年
度

活
動
方
針
を
拍
手
多
数
で
承

認
し
た
あ
と
、
役
員
改
選
で

は
、
県
職
連
合
の
須
之
内
委

員
長
を
議
長
と
す
る
役
員
体

制
を
確
立
し
ま
し
た
。

県地公労

Webで交流した関東甲夏期交流集会

情報宣伝セミナーで講演を受ける参加者

団結ガンバローで決意を
固めた地公労総会 

2020回答（2020年7月6日公表）

昨年対比

2021回答（2021年7月5日公表）

企業規模 定昇相当込み賃上げ計集計組合数 
集計組合員数

定昇相当込み賃上げ計集計組合数
集計組合員数

率額率額

1.90%5,506円4,807組合
2,773,076人

▲326円
▲0.12ポイント1.78%5,180円4,772組合

2,504,540人全　　　体

1.81％4,464円3,456組合
341,466人

▲176円
▲0.08ポイント1.73％4,288円3,553組合

328,682人300人未満

1.91％5,663円1,351組合
2,431,610人

▲342円
▲0.12ポイント1.79％5,321円1,219組合

2,175,858人300人以上

※2021年と2020年で集計対象組合が異なるため、「定昇相当込み賃上げ計」の昨年対比は整合しない。

2020回答（2020年7月6日公表）

昨年対比

2021回答（2021年7月5日公表）一時金

回答集計組合数 
集計組合員数回答集計組合数

集計組合員数

年
　
　
間
　
　
　
　季
　
　
別

4.79月2,145組合
1,872,581人▲0.17月4.62　月1,933組合

1,781,130人月数

1,533,681円1,423組合
1,238,685人▲13,557円1,520,124円1,136組合

1,183,121人金額

2.22月2,590組合
1,637,566人▲0.04月2.18　月2,435組合

1,406,199人月数

655,452円2,125組合
1,095,838人4,797円660,249円1,814組合

1,078,620人金額

②一時金
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東
海
第
２
原
発
運
転
差
し

止
め
裁
判
で
今
年
３
月
、
水

戸
地
方
裁
判
所
は
「
避
難
計

画
は
不
完
全
と
し
て
、
原
子

炉
を
運
転
し
て
は
な
ら
な

い
」
と
い
う
原
告
勝
訴
の
判

断
を
下
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
被
告
の
日
本
原
電
は
即

日
控
訴
し
、
東
海
第
２
原
発

は
来
年
秋
に
も
、
再
稼
動
さ

れ
か
ね
な
い
状
況
で
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、

７
月
　
日
、
ひ
た
ち
な
か
市

10

文
化
会
館
で
「
実
効
性
あ
る

避
難
計
画
は
で
き
な
い
！
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
と
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
き
ま
し

た
。
　

　
第
一
部
は
、
「
住
民
を
守

ら
な
い
原
子
力
防
災
政
策
」

と
題
し
て
、
上
岡
直
見
環
境

経
済
研
究
所
代
表
に
よ
る
基

調
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
上
岡
さ
ん
は
、
水
戸
地
裁

判
決
の
考
え
方
、
緊
急
防
護

措
置
　
キ
ロ
は
「
安
全
距

30

離
」
で
は
な
い
こ
と
、「
屋

内
退
避
」
と
い
う
、
で
き
る

だ
け
住
民
を
逃
が
さ
な
い
方

針
の
問
題
点
、
適
切
な
避
難

計
画
な
ど
に
つ
い
て
分
か
り

実
効
性
あ
る
避
難
計
画
は
な
い
や
す
く
説
明
し
、「
実
効
性

の
あ
る
避
難
計
画
策
定
は
不

可
能
で
あ
る
」と
指
摘
し
ま

し
た
。

　
次
に
、
東
海
第
二
原
発
運

転
差
止
訴
訟
団
共
同
代
表
の

大
石
光
伸
さ
ん
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し

た
。
　
パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
阿
部
功

志
東
海
村
議
会
議
員
、
江
尻

加
那
茨
城
県
議
会
議
員
、
東

海
第
二
原
発
運
転
差
止
訴

訟
 原
告
の
川
澄
敏
雄
さ

ん
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

問
題
だ
ら
け
の
避
難
計
画
策

定
の
現
状
や
受
け
入
れ
自
治

体
の
問
題
点
な
ど
を
挙
げ
、

「
住
民
が
被
曝
し
な
い
避
難

計
画
は
あ
り
え
な
い
」、「
来

年
９
月
試
運
転
を
進
め
る
日

本
原
電
に
対
し
て
、
そ
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
自
治
体
、
住

民
は
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
は

な
い
。
再
稼
働
を
さ
せ
な
い

こ
と
が
重
要
」
と
強
調
し
ま

し
た
。

講
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
か
れ
る

　
被
害
を
受
け
た
場
面
は

「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

参
加
し
た
時
」
（
　
・
１

34

％
）
の
割
合
が
最
も
多

く
、「
企
業
説
明
会
や
セ

ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
時
」

（
　
・
８
％
）
が
続
き
ま

27
し
た
。
セ
ク
ハ
ラ
を
受
け

て
「
就
活
を
や
め
た
」
と

い
う
人
は
１
割
近
く
い
ま

す
。
　
就
活
中
の
学
生
に
対
す

る
セ
ク
ハ
ラ
や
わ
い
せ
つ

事
件
が
相
次
い
だ
こ
と
か

ら
、
厚
生
労
働
省
は
昨
年

６
月
、
防
止
対
策
の
指
針

を
策
定
。
企
業
は
学
生
へ

の
真
剣
な
対
応
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

就
活
生
４
人
に
１
人
が
被
害

く
ら
し
と
統
計

セクハラ

学
や
専
門
学
校
な
ど
を
卒
業

し
、
就
活
や
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
経
験
し
た
男
女
千

人
を
対
象
に
実
施
。
被
害
の

経
験
が
あ
る
と
回
答
し
た
人

は
　
・
５
％
に
上
り
ま
し

25
た
。
被
害
内
容
は
「
性
的
な

冗
談
や
か
ら
か
い
」
が
約
４

割
で
最
多
で
し
た
。

　
就
職
活
動
や
就
業
体
験

（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）

で
セ
ク
ハ
ラ
被
害
に
遭
っ

た
人
は
４
人
に
１
人

―
―
。
厚
生
労
働
省
が
先

頃
発
表
し
た
調
査
結
果
で

わ
か
り
ま
し
た
。

　
調
査（
昨
年
　
月
）は
、

10

２
０
１
７
～
　
年
度
に
大

１９

う
つ
）
な
気
分
と
い
っ
た
気

分
の
問
題
は
も
ち
ろ
ん
、
頭

痛
や
め
ま
い
な
ど
の
体
の
症

状
、
眠
れ
な
い
、
ミ
ス
が
多

く
な
る
、
食
べ
過
ぎ
る
な
ど

の
行
動
の
症
状
に
も
現
れ
ま

す
。
そ
れ
も
含
め
て
う
つ
病

と
い
い
ま
す
が
、
こ
の
方
は

そ
の
こ
と
を
理
解
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
う
つ
病
は
、
本
人
が
気
付

き
に
く
い
と
い
う
特
徴
が
あ

り
ま
す
。
人
と
会
わ
な
い
状

態
が
続
く
と
周
り
の
気
づ
き

も
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
今
ま
で
以
上
に
自
己
の
気

づ
き
、
そ
し
て
ケ
ア
を
大
切

に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ん
で
す
。
頭
痛
や
め
ま
い
が

す
る
の
も
眠
れ
な
い
せ
い
で

す
。
眠
れ
さ
え
す
れ
ば
よ
い

の
で
す
が
、
眠
ろ
う
と
し
て

も
仕
事
の
こ
と
が
頭
か
ら
離

れ
ず
目
が
覚
め
て
し
ま
う
こ

と
が
多
く
て
…
。
う
ま
く
眠

れ
な
い
か
ら
仕
事
で
ミ
ス
が

多
く
な
っ
て
困
る
ん
で
す
」

と
い
う
の
で
す
。

　
私
か
ら
見
れ
ば
仕
事
の
し

す
ぎ
で
、
体
も
心
も
悲
鳴
を

あ
げ
、
う
つ
の
症
状
が
た
く

さ
ん
出
て
い
る
と
思
い
ま
し

た
が
、
こ
の
方
は
睡
眠
不
足

が
問
題
な
だ
け
だ
と
主
張
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
う
つ
の
症
状
は
、
気
持
ち

の
落
ち
込
み
や
憂
鬱
（
ゆ
う

の
２
～
３
カ
月
は
多
忙
だ
っ

た
た
め
残
業
が
１
０
０
時
間

近
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
夫

と
二
人
暮
ら
し
で
す
が
、
夫

も
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
で
こ
も

り
っ
き
り
で
、
オ
ン
と
オ
フ

の
切
り
替
え
が
う
ま
く
で
き

て
い
な
い
よ
う
で
し
た
。

　
症
状
を
お
聞
き
す
る
と
、

「
睡
眠
が
足
り
な
い
だ
け
な

す
。
　
し
か
し
、
リ
モ
ー
ト
ワ
 

ー
ク
で
む
し
ろ
仕
事
の
時
間

が
増
え
た
、
仕
事
の
管
理
が

で
き
な
く
な
っ
た
と
い
う
人

も
い
ま
す
。

　
先
日
、
あ
る
女
性
管
理
職

の
方
が
受
診
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
昨
年
か
ら
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
で
す
が
、
こ

　
過
重
労
働
や
仕
事
の
ス
ト

レ
ス
で
精
神
障
害
を
発
症

し
、
労
災
認
定
さ
れ
た
人
は

２
０
２
０
年
度
が
６
０
８
人

で
過
去
最
多
で
し
た
。
一

方
、
脳
・
心
臓
の
病
気
に
よ

る
労
災
申
請
は
　
年
度
よ
り
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大
き
く
減
り
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
で
長
時
間
労
働
が
減
っ

た
こ
と
が
大
き
い
よ
う
で

医
師　

山　

本　

晴　

義

東海第２再稼働

避難計画の問題点を指摘したシンポジウム 


